
令和６年度 事業計画 
 

【基本方針】 

 公益の増進に寄与する責任を有する公益社団法人の使命を自覚し、日本歯科医師会、郡市区歯

科医師会との連携の下、医道倫理の高揚、医療提供体制の充実を図り、県民の健康と福祉の増進

に寄与する。また、『団塊の世代』が75歳以上を迎える2025年（令和７年）は大きな転換点であり、

高齢者医療需要の増加と外来医療需要の減少等により、既存の医療提供体制と医療需要差が拡大

することが予想される中、地域ごとの医療提供体制の構造の違い、高齢化率や人口の変化に違い

があることから、地域ごとにおける今後の医療提供体制について等の指針構築についてさらなる

努力を行う。感染症対策等を念頭に置き、本会各種部室等からの提言の積極的活用と、組織改革

等をはじめ、直面する９の重点課題について、地域に密着した歯科医師会活動を基本に、その関

連諸施策の推進を図る。 

 更に、より良い体制を目指して最善なガバナンス体制の構築について不断の努力を行う。 

 

【重点課題に対する関連施策】 

１．福岡県歯科口腔保健の推進に関する条例と福岡県歯科口腔保健推進計画の推進  

  県歯科医師会事業は「福岡県歯科口腔保健の推進に関する条例」の各施策の達成を目指した

ものを基本とする。また、令和６年に見直しが行われる「福岡県歯科口腔保健推進計画（第３

次）」に示される各施策の具体的な推進を図るため、県行政等と密な連絡調整を行う。また、市

町村での歯科保健事業等に対する郡市区会の対応等を検討する。 

 

２．新興・再興感染症対策 

  今時の感染拡大の経験を活かして、平時より病診・診診連携を整理し、新興・再興感染症に

備えた体制を整備するとともに研修等を通して、歯科医療従事者の感染症に対する見識を高め

る。 

 

３．医道倫理と医療安全対策 

  歯科医療の公共性を重んじ、法規範の遵守と法秩序の形成に努めるとともに、歯科医療を通

して社会の発展に尽くすべく日本歯科医師会の『歯科医師の倫理綱領』等を周知し、歯科医師

職業倫理を示すとともに、会員一人ひとりの自浄作用の活性化を図る。また、安全安心な歯科

医療は、歯科医師と患者・家族の信頼関係の根幹を成すものであり、引き続き歯科医療従事者

へ「医療安全対策研修会」等への積極的な参加を促し、患者の安全確保と歯科医療の質の向上

を最優先とした医療安全対策の推進に取り組み、県民の歯科医療への信頼をより一段と高めて

いく。 

 

４．研修事業による地域歯科医療の質の向上 

  研修事業による地域歯科医療の質の向上として、今の時代にあった広い視野での研修事業の

構築が必要である。社会の変化、国民ニーズの変化を視野に入れると、重要な課題として「超

高齢社会への対応」「歯科医療の質の向上と機能の強化」「新たな技術への対応」「歯から始める
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子ども・子育て支援への対応」等があげられる。歯科医師の医療水準を維持し良質な地域歯科

医療を提供するには、知識や技能のブラッシュアップを支え強化する。 

 

５．災害歯科医療対策の推進 

  災害歯科医療対策の推進として、大規模災害の頻繁な発生も想定されることから、災害時の

多職種との連携強化を引き続き推進していく。感染症蔓延時での「支援・受援」のあり方も新

たなテーマとしてとらえ、体制を強化する。 

 

６．歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士の確保並びに働き方改革推進 

  歯科保健医療の確保及び充実並びにチーム医療の中での歯科医療従事者の役割のため教育拡

充、診療所における労働環境の整備等について検討を行う。特に、その養成体制の充実や復職

支援の諸施策について、関係団体と連携を図りながら対応していく。さらに、歯科医療におけ

る働き方改革として、性別問わずライフイベント等により起こり得る就業形態の変化等への対

応についても検討する。  

 

７．広報活動の推進 

  歯界時報、ホームページ等の充実を通して、迅速な情報提供に努める。また、県民への歯科

保健活動の周知を図ると共に、歯科医師会への理解を高めて行くための情報発信方法等につい

て検討を行う。 

 

８.県歯会館経年劣化への対応  

  令和４年度会館在り方検討特別委員会答申を受け、将来の会員にとってより良い方向となる

よう、引き続き特定資産等について検討する。 

 

９.公益社団法人としての適正運営 

  公益社団法人として相応しい会務の運営や公益目的事業の円滑な遂行を通して、不特定かつ

多数のものの利益の増進に寄与し、また法人の安定的な運営に努める。 
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【事業内容】 

(1) 医道高揚に関する事業 

  新規加入会員等を対象とした研修会を開催し、日本歯科医師会が示す「歯科医師の倫理綱領」

等を周知し、法規範の遵守と法秩序の形成に努め、歯科医師としての倫理や基本姿勢、社会的責

任等について周知するとともに、臨床研修歯科医師や大学歯学部学生等に対し、歯科医療の現

状や医の倫理、地域歯科医療への取組等について講演を行う。 

 ① 新規入会会員等への研修会 

   県民が安心して歯科医療を受診できるよう、新規加入会員等を対象に、日本歯科医師会が

示す「歯科医師の倫理綱領」「日本歯科医師会生涯研修事業実施要領」等に基づき、歯科医

師としての職業倫理、基本姿勢や社会的責任等についての研修を開催する。 

 ② 臨床研修歯科医師・大学歯学部学生等への講演等 

   臨床研修歯科医師・大学歯学部の学生等を対象に、歯科医療の現状や医の倫理、地域歯科

医療への取組等について講演を行う。 

 

(2) 社会保障制度に関する事業 

  社会保障制度の改正等に伴い、地域の歯科医療を担う保険医及び保険医療機関等に対する周

知方法等を検討するとともに、説明会や研修会等を開催する。また、行政、医療団体や介護団

体など関係機関と連携を図り、公的医療保険及び介護保険に関する情報を、様々な媒体を用い

県民に対して広く正確に分りやすく提供する。 

 ① 検討会 

   診療報酬や介護報酬の改定などに伴う説明会や講習会の企画運営、保険ニュースなど情報

提供のためのツールに関する検討会の開催及び媒体を作成する。 

 ② 研修会等 

   国が示す医療政策に基づき、医療提供体制を整備することで、県民に良質な歯科医療を提

供することを目的に、医療保険制度や診療報酬等について理解を深めるための講習会を開催

する。 

 

(3) 公衆衛生・歯科保健の普及啓発に関する事業 

  「歯科口腔保健の推進に関する法律」及び「福岡県歯科口腔保健の推進に関する条例」の基

本指針に基づき、歯科疾患の予防や疾病の早期発見に関する事業を通じて、県民の健康増進と

健康寿命の延伸に貢献することを目的に、各ライフステージの特性に応じた事業や行政や関係

団体との連携に関する事業などを行う。 

 ① ライフステージ歯科保健推進事業 

   県民が、妊産婦期から乳幼児期、学齢・青年期、成人期、高齢期などそれぞれのライフス

テージにおいて適切な歯科保健サービスを受けられるよう、効果的な歯科疾患の予防に関す

る検討や口腔機能の維持向上を推進するための様々な取組を行う。 
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  ⅰ）母子歯科保健の推進に関する事業 

    妊産婦の歯周病や乳幼児のう蝕等歯科疾患の早期発見・早期治療や児童虐待予防への協

力体制の検討等について、郡市区歯科医師会と連携を図りながら、かかりつけ歯科医の確

立や口腔健康管理等母子歯科保健に関する事業を推進するための協議を行う。 

  ⅱ）要介護者等歯科保健に関する事業 

    医療、介護等との多職種連携を踏まえ、要介護・要支援を含む高齢者等の特性に応じた

歯科医療や歯科保健の提供体制に関する検討を行うとともに、歯科医師、歯科衛生士等歯

科医療従事者だけでなく、住民や介護職など関係団体等も対象とした研修会や講座等を開

催する。さらに、認知症患者に対する歯科の立場からのアプローチ及び人材育成の推進に

ついて検討・対応を行う。 

   ａ）検討会 

     要介護・要支援を含む高齢者等に対する歯科保健医療体制を推進するための専門的研

修に関する企画・運営や、地域ケア会議での多職種連携の在り方等に関する検討会を開

催する。 

   ｂ）研修会等 

     地域で要介護・要支援を含む高齢者等を支援するため、多職種連携に関する研修、認

知症対応力向上に関する研修、及び口腔機能の維持等に関する研修会を開催するととも

に、地域の高齢者等を対象としたオーラルフレイルに関する講座等を開催する。 

 ② 心身障がい者（児）歯科保健の推進に関する事業 

   一般歯科医での歯科医療が困難な心身障がい者（児）の歯科医療提供のため、直方歯科医

師会にある筑豊口腔保健センターを設置し、運営に協力している。また、障がい者（児）の

口腔衛生の向上を図るため、歯科医師、歯科衛生士等だけでなく、障がい者（児）施設職員

に対する研修会を開催する。 

  ⅰ）心身障がい者（児）診療体制への協力 

    直方歯科医師会に設置した筑豊口腔保健センターの運営、実績取りまとめを実施。また

歯科医師等を対象とした研修会の企画・運営を実施している。 

  ⅱ）検討会 

    心身障がい者（児）に対する歯科口腔保健を推進し、効果的な口腔健康管理を行うため、

医療機関や行政と連携を図りながら、研修の企画・運営や媒体作成など効果的な心身障が

い者（児）に関する事業を推進するための協議を行う。 

  ⅲ）研修会 

    心身障がい者（児）に対する歯科診療や歯科保健を推進するため、施設職員、歯科医師、

歯科衛生士等を対象に、口腔健康管理に関する知識や技術に関する研修会を開催する。 

 ③ 健診事業の推進 

   地域・職域おける歯科保健を推進するとともに、全ライフステージにおける切れ目のない

歯科健診の拡充に努める。また、労働安全衛生法に基づく歯等に有害な業務に従事する労働

者に対する歯科特殊健診や、事業所歯科健診、後期高齢者を対象とした歯科健診など、各世

代の特徴を踏まえた歯科健診を実施する。また、特定健診・特定保健指導における歯科の重

要性と関連性の普及・推進を図る。 
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  ⅰ）各種歯科健診 

    労働安全衛生法に基づく歯等に有害な業務に従事する労働者に対する歯科特殊健診や後

期高齢者医療における保健事業に位置付けられた歯科健診、企業、事業所が健康づくりの

一環として、従業員への歯周病等歯科疾患の早期発見、早期治療のための歯科健診を実施

する。 

  ⅱ）特定健診・特定保健指導への対応 

    多職種協働によるコモンリスクファクターアプローチへの対応を実施する。また、特定

健診・特定保健指導における生活習慣病と「歯科」との関連性の普及・推進を図る。 

 ④ 学校歯科保健等推進事業 

   幼児期から学童期におけるむし歯予防など歯科疾患の早期発見・早期治療の取組みを推進

するため、学校歯科医会や教育委員会等と連携を図り、各学校の歯科健診結果を踏まえ、学

校現場等でのフッ化物洗口等むし歯予防の推進し児童生徒の健康保持増進を図っている。 

  ⅰ）むし歯予防の推進 

   ａ）検討会 

     学童期におけるフッ化物洗口を推進するため、学校歯科医会や県、市町村などの行政、

及び教育委員会等と情報共有や課題検討を図ると共に、フッ化物洗口実施校の校長等学

校関係者と具体的な進め方について検討する。 

   ｂ）フッ化物洗口マニュアル改定 

     フッ化物洗口を実施するための目的や具体的な実施方法、疑義解釈を記載したマニュ

アルについて、必要に応じ改定を行う。 

 ⑤ 医療連携・在宅歯科推進事業 

   歯周病と糖尿病等生活習慣病との関連等について様々な知見が解明する中、重症化予防の

観点から歯科分野における医療と介護の連携を図り、県民が入院中から退院後まで切れ目な

く歯科医療が受けられる体制を整備する。 

  ⅰ）がん患者等医科歯科連携整備事業 

    病院医科歯科、かかりつけ歯科及び関係職種の情報共有システムの機能追加・修正にか

かる事業を行う。 

  ⅱ）８０２０運動推進特別事業 

    ８０２０運動の積極的な普及啓発及び具体的な施策を普及させる観点から、地域におけ

る８０２０運動に対する普及啓発を行うとともに、歯科保健事業の円滑な推進体制の整備

を行う。 

   ａ）検討会等 

     各地域における歯科保健に関する課題を検討し、事業計画の策定や評価を行う。 

   ｂ）研修会 

     がん拠点病院等と連携を取り、歯科医師、歯科衛生士等の医療従事者を対象とした研

修会を実施し、がん患者の口腔ケア、歯科治療ができる人材の育成を行う。 

   ｃ）啓発事業 

     チラシやパンフレット等を作成し、がん患者に対して周知を行う。 
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  ⅲ）口腔管理推進室整備事業 

    福岡県二次保健医療圏に、地域の医療機関や高齢者施設等介護との連携を図るための拠

点を設置し、入院時から退院後の在宅医療まで歯科専門職が関わることで、地域で末永く

生活できるよう支援する体制を推進する。また、口腔管理に関する相談対応、病院等への

歯科専門職派遣、病院等と地域歯科診療所との連携調整等活動を進める上で、「口腔管理

推進室」に衛生士を配置し、検討会を行う。 

  ⅳ）訪問歯科診療推進整備事業 

    地域の医療機関や介護施設等との連携を促進し、在宅歯科医療提供体制の充実を図る。 

    また、各郡市区歯科医師会において、在宅療養支援歯科診療所を中心に指導歯科医師を

更なる増員のため養成し、伝達研修を実施できる体制づくりを行う。 

 ⑥ 認知症等対応力向上研修事業 

   国が示した認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）において、認知症の疑いがある

人に早期に気づき、かかりつけ医等と連携して対応するとともに、認知症患者の状況に応じ

た歯科治療・口腔健康管理を適切に行うための研修会を開催する。 

 ⑦ 高齢者施設等支援に関する事業（口腔ケア定着促進事業） 

   要介護高齢者等の口腔機能低下の予防や口腔衛生状態の向上等を図るため、高齢者施設等

の施設職員等を対象に、口腔ケアの重要性や医療職との連携等に関する研修会を開催すると

ともに、その後の相談にも対応する。 

  ⅰ）検討会 

    高齢者施設の管理者及び介護職に対する研修会の企画・運営のための検討会を開催する。 

  ⅱ）研修会等 

    高齢者施設の管理者及び介護職などの施設職員や医師等を対象に、要介護高齢者への口

腔ケアや口腔機能の維持等の重要性や医療介護連携等について理解を深めるための研修

会を開催し施設からの個別相談に対応する。 

 ⑧ 障がい者（児）施設等支援に関する事業（障がい者（児）施設口腔ケア支援事業） 

   障がい者（児）等の口腔機能低下の予防や口腔衛生状態の向上等を図るため、障がい者（児）

施設等の施設職員等を対象に、口腔ケアの重要性や医療職との連携等に関する研修会を開催

するとともに、その後の相談にも対応する。 

  ⅰ）検討会 

    障がい者（児）施設の管理者及び従事者に対する研修会の企画・運営のための検討会を

開催する。 

  ⅱ）研修会等 

    障がい者（児）施設の管理者及び従事者などの施設職員等を対象に、障がい者（児）へ

の口腔ケアや口腔機能の獲得・維持等の重要性や口腔衛生管理に係る障害福祉サービスに

ついて理解を深めるための研修会を開催し施設からの個別相談に対応する。 

 ⑨ スポーツ歯学推進事業 

   学会が開催するスポーツ歯科医養成講習へ歯科医師を派遣するとともに、健康づくりと口

腔の安全等スポーツ歯科医学に関する理解を深めるための検討会や研修会を開催する。 
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  ⅰ）検討会等 

    スポーツ歯科医学の専門的知識に対する理解を深めるため、地域で開催されるスポーツ

大会や健康づくり事業等における県民の安全安心な運動習慣づくりと口腔の安全等につ

いて啓発するための検討会を開催する。 

  ⅱ）研修会等 

    スポーツ歯科講習会、マウスガード製作講習会及びスポーツ救護講習会等スポーツ歯科

医学に関する理解を深めるための各種研修会を行う。 

 ⑩ 高齢者の表彰事業 

   県民に健全な歯を有することの重要性を啓発し意識の高揚を図ることを目的に、各郡市区

歯科医師会において健全な歯を有している高齢者を選出し、本会で審査の上高齢者を表彰す

る。 

 ⑪ 行政及び関連団体との連携と協力等の事業 

   県民の疾病の早期発見や健康づくりを推進するため、行政、教育機関、研究機関、関係団

体等と相互に協力し、地域歯科医療や地域歯科保健等に関する啓発事業を実施する。 

  ⅰ）県民健康づくりセミナー 

    福岡県医師会、福岡県歯科医師会、福岡県薬剤師会、福岡県看護協会、福岡県歯科衛生

士会、福岡県栄養士会、福岡県放射線技師会、福岡県作業療法士協会等の共催で、県民が

関心を持ちやすいテーマでその専門の医療関係者が福岡県医師会館で講演を行う。本会は、

１回分の講演内容を企画し、他の回については、他団体が企画する。 

  ⅱ）健康２１世紀福岡県大会 

    働く世代を中心に、自主的健康づくりを支援するため、福岡県、福岡県医師会、福岡県

歯科医師会、福岡県薬剤師会等、健康づくり関係団体が連携した啓発事業を実施する。 

    本会は、実行委員として役員を派遣し企画から加わり、主催者団体として負担金を拠出

する。また、当日はブースを設置し、担当役員により県民からの歯科医療や口腔保健に関

する相談に対応する。 

  ⅲ）地域歯科保健に関する連携会議 

    行政からの委託や補助による各種事業のうち、郡市区歯科医師会が主体となって行う事

業を効果的に運営するため、県、本会及び郡市区歯科医師会で進捗状況等について協議を

行う。 

 ⑫ 歯科休日急患診療事業 

   郡市区歯科医師会の協力のもと、口腔保健センターや会員の診療所等を休日急患診療所と

して設置し、日曜祝日の診療所休診時における急患診療体制を確保することで県民に安心・

安全な歯科保健医療の充実を図っている。本会は、診療日や診療場所など県内の診療体制を

把握し、郡市区歯科医師会と情報共有することにより診療体制の確保に努める。 

 ⑬ 産業歯科保健普及推進事業 

   労働者の歯科口腔保健の管理・向上を担うため、日本歯科医師会が開催する「産業歯科医

研修会」「産業医学講習会」への受講支援を行う。さらに、労働衛生コンサルタントの資格

を持つ歯科医師からなる日本労働衛生研究協議会の主催により開催する「労働衛生コンサル

タント試験受験講習会」への受講支援を行う。  
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(4) 歯科医学・歯科医療の進歩発展に関する事業 

  社会の変化やニーズ等時代背景を踏まえ、歯科医師等が専門職としての資質の向上や歯科医

学医術の研究促進を図るため、歯科医学会を開催する。 

 ① 福岡県歯科医学会 

   県内で歯科医療に従事する歯科医師の医学医術の研究促進を図り、歯科医学の振興に寄与

するとともに、最新の歯科医療に関する知識を県民や県内の歯科医師等に周知するため、専

門医によるシンポジウム、特別講演等を行う医学会を開催する。 

 

(5) 歯科医師・歯科医療関係者の研修に関する事業 

  歯科医師等が専門職としての資質の向上を図るため、様々な研修会を企画・運営するととも

に、郡市区歯科医師会や各専門医会学会が主催する講習会や学術学会等について支援を行う。

また、歯科医療の担い手である歯科衛生士等の人材確保及び質の向上を図り、安定的な歯科医

療従事者の確保を図るため、歯科衛生士や歯科助手を対象とした各種研修会を行う。 

 ① 検討会 

   各種研修会の企画・運営を行うための検討会を開催している。 

 ② 研修会等 

   県民の健康維持・増進に責任を持つ歯科専門職として、歯科医学の進歩に対応し自己研鑽

に努めるため、各種研修やセミナーを開催するとともに、日本歯科医師会や九州各県歯科医

師会等が主催する研修会の受講支援、学術レポートの歯界時報への掲載等による専門知識の

周知を図る。また、地域歯科医師会における学術研修会への支援を行う。 

 ③ 歯科衛生士等研修会 

   社会の変化、歯科医療技術の進歩に対応した、より良質な歯科予防措置や歯科保健指導を

提供するため、歯科衛生士や歯科助手等を対象に、卒後の研鑽の機会を提供し資質の向上を

目指した研修会を開催する。また、離職中の歯科衛生士を対象に、復職支援を目的とした研

修会を開催し就労に関するマッチング等環境整備の支援を行う。 

 

(6) 歯科医業の向上・医療安全対策に関する事業 

  医療事故や医事紛争を未然に防ぎ県民に安心・安全な歯科医療を提供するため、歯科診療所

における医療安全対策、感染症対策、危機管理対策、法的知識等の情報を提供し安全安心な受

診体制の提供するための検討会及び研修会等の開催やマニュアル作成等を行う。万一、実際に

事故が起こった際には、郡市区歯科医師会から選任された医療事故処理協力委員により調査や

再発防止策について検討する。 

 ① 検討会 

   医療安全に関する研修会の開催、各種医療安全マニュアルの改定などを企画・運営すると

ともに、歯学部を有する大学等との受診体制の整備に関する検討会等を開催する。 

 ② 研修会 

   事故事例やヒヤリハット事例などをもとに防止策について検討する講習会を開催する。 
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 ③ 医療に関する紛争の解決・防止 

  ⅰ）相談及び解決に向けた対応 

    県民からの歯科医療に関する相談や疑問や不安等に迅速に応えるとともに、円滑で速や

かな解決を図るため、各郡市区会員から選定した医療事故処理協力委員、本会の顧問並び

に嘱託弁護士とともに中立公正を担保し円滑で速やかな対応にあたることで、安心・安全

な歯科診療サービスが提供されるよう随時相談に対応する。 

  ⅱ）医療事故処理協力委員会 

    郡市区歯科医師会から選定した医療事故処理協力委員を対象とし、医療事故等発生時の

適切な対応方法や再発防止策に関する検討や研修を行う。 

 

(7) 地域歯科保健の調査、研究並びに地域住民及び会員への広報活動に関する事業 

  県民が歯科口腔保健に対する関心と理解を深め、生涯を通じた歯科疾患の予防や歯と口の健

康づくりに関する自主的な取組みを支援するため、「歯と口の健康週間」や「いいな、いい歯。」

週間の啓発週間を設け、様々なイベント等を企画・実施するとともに、各郡市区歯科医師会が

実施する啓発事業の取組を支援し取りまとめる。 

 ① 各種媒体を活用した啓発事業 

   県民に広く歯科口腔保健に関する正しい知識等の普及を図るため、歯と口の健康週間に関

するポスター、チラシ等を作成し、各歯科診療所やイベント会場等で配布・掲示する。 

 ② 機関誌の発行 

   機関誌である「歯界時報」を毎月発行し、本会事業に関する情報、研修会案内、その他歯

科医療・歯科口腔保健に関する情報を会員に発信し共通理解を深めることで、歯科医から県

民に正しい知識の普及を図る。 

 ③ マスメディア・ウェブサイト等による情報発信 

   テレビ、ラジオ等マスメディアやFacebook、Ｘ（旧Twitter）などＳＮＳを活用し、全世代

を対象に歯科口腔保健に関する情報を随時発信するとともに、「いいな、いい歯。」週間に

おける県民参加型のキャンペーンを行う。 

  ⅰ）テレビ、ラジオ等への出演 

    テレビ、ラジオ等の番組からの依頼に基づき、その時事に合った正しい情報を提供する。 

 ④ 福岡県歯科医師会ホームページへの情報掲載 

   本会ホームページにおいて、歯科医療や歯科保健に関する最新の情報を掲載するとともに、

特設ページを設定するなどし、県民に対し積極的に情報提供する。 

 

(8) 災害時の歯科保健医療活動並びに身元確認活動に関する事業 

  災害発生時に迅速な医療救護活動を行うため、災害対応に必要な知識や技術の習得を目指し

た研修会等を開催するとともに、平時から関係団体との連携を深め協力支援体制を整備する。

また、大規模事故や発災時には、福岡県との「災害時歯科医療救護活動に関する協定」や警察

等からの要請に基づき、避難所での支援活動や警察歯科医としての身元確認作業など速やかに

協力体制を整備する。 
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 ① 協議及び研修会等 

   災害発生など有事の際に、緊急的な歯科医療の提供や被災者支援が迅速に行えるよう、歯

学部を有する大学等と平時から危機対応に関する協議を行うとともに、行政や歯科医師等を

対象とした研修会や、警察からの要請に応じ死体検案や身元確認が速やかに行えるよう、必

要な知識や技術の習得を目的とした研修会を行う。 

 ② 災害対応への協力 

   大規模事故や発災時には、福岡県との「災害時歯科医療救護活動に関する協定」や警察等

からの要請に基づき、速やかに医療救護活動等に協力する。 

 

(9) 歯科診療補助者養成に関する事業 

  県民に良質な歯科医療や歯科保健を提供するため、本会において歯科衛生士養成校を運営し

ており、学校運営や教育に関する内容等について協議している。また、高校生を対象に、歯科

口腔保健の重要性や歯科衛生士の役割、社会貢献等に関する講義を行うことで進路の選択に貢

献している。 

 ① 歯科衛生士養成校運営 

   歯科衛生士を継続して養成し安定的に供給するため、県歯科医師会立の歯科衛生士養成校

を運営している。そのため、学校運営や教育に関する内容等について協議している。 

 ② 高等学校における職業に関する説明会 

   令和３年度に参画した、文部科学省による「専門学校と高等学校の有機的連携プログラム

の開発・実証事業」を継続し、県内の高等学校の生徒を対象に、歯科口腔保健の重要性や歯

科衛生士の役割・社会貢献等に関する講義を行う。 

 ③ 歯科助手資格認定制度運営への支援 

   歯科医院での受付、器具の清掃や準備・手渡し等基本的な歯科知識の習得のため、日本歯

科医師会の認定する歯科助手資格認定を行うとともに、県内４地区（福岡市、久留米、大牟

田、北九州市）へ委託し、助成を行う。 

 

(10) その他、この事業に必要な諸会議及び業務事業 

  県民の健康と福祉の増進のため、上記(1)から(9)に属さない内容について、関係機関への協

力や相互の支援等により、調査研究、講習会、会議等を開催している。また、本会での研修等

開催時には託児室を設置するなど研修に参加しやすい環境の整備に努めている。 

 ① 調査研究、講演会、会議等 

   日本歯科医師会や８０２０推進財団など他団体が主催する検討会や講習会等への参加協力、

共同運営など広く連携を図るとともに、会長諮問による調査研究等を行うことにより本県の

歯科口腔保健を推進している。 
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